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髪質の違いにおける
サロンシャンプーの使用感に関する研究

高津洋貴∗1 ・丸山友希夫∗2 ・興梠靖幸∗3

A Study on Sensibility Evaluation of Salon Shampoo
in each Hair Type

Hiroki KOZU∗1 , Yukio MARUYAMA∗2 , and Yasuyuki KOUROGI∗3

Abstract– The purpose of this study is to investigate whether or not the difference of salon shampoo
has a change on sensibility evaluation of user. Fifty healthy university students participate in this
experiment. Four conditions are required to complete this experiment since there were four kinds of
salon shampoo. The subject’s sensibility evaluation is measured after wash and dry hair. As one of the
results, it was shown that the difference in the efficacy of salon shampoo affects the user’s sensibility
evaluation. Especially, it was shown that the sensory evaluation was affected by the difference in the
user’s hair types.

Keywords– Beauty salon management, Salon Shampoo, Sensibility Evaluation, SD(Semantic
Differential) Method

1. はじめに

近年，国内における業務用頭髪化粧品の市場規模は，
2020年度時点で減少傾向を示している [1]．これは，コ
ロナ禍による影響のような今後の回復が期待される要
因がある一方，サロンを利用する人口の減少のように中
長期的に影響をもたらす要因も含まれている．したがっ
て，業務用頭髪化粧品の市場では，開発メーカーが，サ
ロンや特約店と連携し，販売促進を行なっている [1]．
ここで，業務用頭髪化粧品とは，サロンで用いる「ヘア
カラー剤」，「スタイリング剤」，「ヘアケア剤」等のこと
であり，「ヘアケア剤」には，洗浄や保護のためのサロ
ンシャンプーやサロントリートメントが位置付けられて
いる．先述の販売促進を行なう取り組みについて，複数
のサロン経営者に対してヒアリングを行なった結果，サ
ロン経営者は，「ヘアケア剤」，とりわけ，サロンシャン
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プーの販売促進を求めていることが示された．さらに，
サロンにおいてサロンシャンプーの販売促進を行なうた
めの課題の一つは，サロンスタッフによる顧客の髪質と
サロンシャンプーの相性の把握であることが示された．
これは，サロンシャンプーの効能については，開発メー
カーによって示されているが，髪質とサロンシャンプー
の相性については公開されていないことが理由である．
したがって，サロン経営者へのヒアリング結果を踏まえ
ると，サロンスタッフが顧客にサロンシャンプーの販売
を行なうためには，「サロンシャンプーの効能」と「髪
質とサロンシャンプーの相性」の両方が必要な要素であ
ると考えられる．国外でのサロン関連の先行研究では，
サロンのイメージやブランド等の企業戦略 [2, 3]や顧客
満足等の利用調査 [4, 5]のようなマーケティングに関す
る報告が見受けられた．また，国内では，マーケティン
グに関する報告 [6, 7]に加えて，サロンでの洗髪技術 [8]
やシャンプーパッケージのイメージ [9, 10]，さらには生
理計測を用いたシャンプーの感性評価手法の提案 [11]
に関して報告されている．以上より，市販用や業務用を
問わず，頭髪化粧品に関する報告は限られており，とく
に，先述の課題である髪質とサロンシャンプーの相性に
関する報告は見受けられない．そこで，本研究では，サ
ロン経営者の視点において，“髪質とサロンシャンプー
の相性”を「サロンシャンプーの使用感」と定義し，人
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間工学的実験によってサロンシャンプーの使用感につい
ての特徴を導出することを目的とする．また，本研究に
よって導出された特徴を活用することによって，これま
で課題となっていたサロンシャンプーの使用感が少しで
も把握でき，販売促進の取り組みに寄与することを期待
する．以下，2章では評価項目の作成，3章では実験方法
についての説明を行なう．4章ではサロンシャンプーに
おける使用感の特徴を示し，5章ではサロンシャンプー
の使用感と髪質の関係を示す．最後に，6章では本論文
のまとめを行なう．

2. サロンシャンプーの使用感の評価項目作成

本章では，サロンシャンプーにおける使用感の評価項
目の作成方法について説明する．この評価項目の作成フ
ローを Fig. 1に示す．Fig. 1に示すように，今回は 4つ
の手順によって評価項目を作成した．次節以降，各手順
について説明する．

2.1 ヒアリングによる評価項目の抽出
評価項目を抽出するために，美容師（5名）とサロン

の顧客（2名）に対して，「サロンシャンプーの使用感」
についてのヒアリングを行なった．ヒトの感性は形容詞
で表現できるとされているため [12]，このヒアリングで
は，可能な限り，形容詞で表現するように指示を行ない，
「さらさら」，「すっきり」，「パサつき」のような 43語の
語句が抽出された．

2.2 評価項目の仮作成
2.1節において抽出された語句は，ヒアリングメンバー

や著者らによって，「すっきり」や「さっぱり」のような
類似表現の語句の統一や「泡立ち感」や「泡切れ感」の
ような対義表現の語句を対にする等の整理を行なった．
次に，整理された語句を用いて，試作版の作成を行

なった．試作版では，23項目の設問とした．本研究で

Fig. 1: Examination procedure for evaluation items.

は，SD (Semantic Differential)法を用いるため，それら
の語句との反意語を対として構成した．その際，5段階
での評価とした．これに加え，利用者の基本情報や美容
意識，髪質や毛量等の髪の特性についての項目を設定
した．

2.3 予備調査の実施

2.2節で作成された試作版を用いて，サロンの顧客（10
名）に対する予備調査を実施し，「項目数の多さ」，「段
階評価での回答の容易さ」，「語句の的確さ」，「美容意識
に関する項目」等についての意見の調査を行なった．そ
の結果，「項目数が多く，回答が曖昧になる」，「語句の
反意語が的確ではない」等の意見があり，ヒアリングメ
ンバーや著者らによって，評価項目の削減や容易に回答
可能な語句への変更等の改善を行なった．

2.4 評価項目の決定

2.3節での改善事項を踏まえ，評価項目の決定を行なっ
た．Fig. 2は，決定された評価項目を示す．Fig. 2に示
すように，評価項目は，利用者の基本情報，利用者の美
容意識，使用感評価の 3つの観点で構成した．まず，利
用者の基本情報では，年齢，性別，髪質，毛量について
の項目，利用者の美容意識では，普段使用しているシャ
ンプー，スタイリングの頻度，ヘアケアの頻度，カラー
リングの有無についての項目を設定した．その際，髪質
は，「剛毛であり，軟毛」や「直毛であり，くせ毛」のよう
な矛盾する回答を避けるために，それぞれにおいて，「剛
毛・軟毛・どちらでもない」，「直毛・くせ毛・どちらで
もない」のような設問とした．使用感の評価項目は，10
項目の修飾語対から構成され，5件法で評価を行なう．

3. 実験方法

3.1 実験参加者

実験参加者は，髪の美容に関心のある 20代の男性 50
名である．また，実験参加者の髪の長さを統一するため
に，一般的な男性に多い，ミディアムヘアを対象とした．
Table 1は，実験参加者の髪質の分類を示す．Table 1(a)
に示すように，剛毛が 9名，軟毛が 4名，直毛が 3名，
くせ毛が 8名，剛毛・直毛が 8名，剛毛・くせ毛が 3名，
軟毛・直毛が 1名，軟毛・くせ毛が 14名である．また，
「剛毛・軟毛」と「直毛・くせ毛」は，それぞれ異なる
髪質であることから，例えば，「剛毛・軟毛」は「剛毛」
と「軟毛」に分け，Table 1(b)に示すように，1種類での
髪質の分類は，剛毛が 20名，軟毛が 19名，直毛が 12
名，くせ毛が 25名である．なお，この実験参加者の髪
質の分類は，美容師の判断によるものである．
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Fig. 2: Evaluation items.

Table 1: Classification of hair types.

(a) Combination of each hair types.

(b) Classification by each hair types.

3.2 測定内容

測定には，2章で作成された評価項目を用いた．本実
験では，この評価項目を web上に構築し，実験参加者
は，スマートフォンを用いて評価を行なった．

3.3 実験条件

Table 2は，実験条件を示す．Table 2に示すように，
それぞれの効能を持つ 4種類のサロンシャンプーを用

いて洗髪を行なった．サロンシャンプーの主な効能は，
洗浄力の強弱と刺激の強弱で評価されるため，本実験
では，可能な限り，それらの組み合わせに該当するサロ
ンシャンプーを選択した．条件 Iは洗浄力がやや強く，
刺激が強いサロンシャンプー A，条件 IIは洗浄力が弱
く，刺激が弱いサロンシャンプー B，条件 IIIは洗浄力が
強く，刺激が弱いサロンシャンプー C，条件 IVは洗浄
力が強く，刺激が強いサロンシャンプー Dとした．な
お，本実験は，被験者内計画で実施し，各条件で使用し
たシャンプーの影響を避けるために，各条件による実験
は，1週間後の同曜日に行なった．実験参加者には，各
条件で課されるサロンシャンプーの効能等の情報を与え
なかった．

3.4 実験手続き

本実験は，実験室での拘束感が，使用感の評価に影響
することを避けるため，実験参加者の自宅において実施
した．また，季節の違いによる影響を避けるために，4
月，5月の 2か月間において実施した．実験参加者は，

Table 2: Experimental conditions.
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19:45～ 20:15の時間帯において，洗髪・ドライを実施
し，その直後に使用感の評価を行なった．Fig. 3は，各
条件における洗髪・ドライおよび使用感の評価の手順を
示す．Fig. 3に示すように，洗髪は，予洗い（2分）⇒
本洗い（3分）⇒すすぎ（4分）の順序で行ない，ドラ
イは，温風（4分）⇒冷風（1分）の順序で行なった．
また，その直後において，使用感の評価を実施した．そ
の際，水温は 40 ◦C前後，シャンプーの量は 5mLに設
定した．また，ドライヤーはNIB2600（TESCOM社製）
を使用し，頭皮から 10cmの距離を保ち，髪の根元から
送風を行なった．実験に先立ち，実験参加者には，実験
日以外では，日常的に使用しているシャンプーで洗髪す
ることや実験当日は，ワックス等のスタイリング剤の使
用を禁止する指示を行なった．また，実験前夜からの規
則正しい生活を心掛け，過度な運動や飲酒を控えるよう
に指示をした．本研究は，日本工業大学における「人を
対象とする研究倫理審査セルフチェックシート」にて確
認し，実験参加者の実験の辞退は，如何なる理由でも可
能であること等を伝え，十分なインフォームドコンセン
トを行ない，同意を得た．

4. サロンシャンプーにおける使用感の特徴

4.1 因子の推定

すべてのサロンシャンプーを含むデータセットを用い
て，因子分析（主因子法，バリマックス回転）を行なっ
た（SPSS28を使用）．なお，5段階評価である各評価項
目は，左から 1点，2点，3点，4点，5点と点数化する
ことによって，解析を行なった．Table 3は，固有値，寄
与率，累積寄与率，Fig. 4は，スクリープロットを示す．
Table 3および Fig. 4より，固有値が 1.0以上，累積寄与
率 0.5以上，固有値の差を総合的に判断し，今回は因子
数を 3と推定した．次に，Table 4は，因子負荷量を示

Fig. 3: Evaluation items.

す．その際，因子負荷量が正数の場合は，右側（点数の
大きい）の評価項目を選択し，負数の場合は，左側（点
数の小さい）の評価項目を選択した．例えば，設問 5の
「つや感が出た–パサついた」では，因子負荷量が正数で
あるため，右側（点数の大きい）の「パサついた」を選
択する．また，設問 7の「くせになる–伸びやすい」で
は，因子負荷量が負数であるため，左側（点数の小さい）
の「くせになる」を選択する．Table 4に示すように，第
1因子には，設問 5，設問 1，設問 2が帰属し，「パサつ
いた」，「引っかかる」等の語句から「乾燥感」と命名し
た．第 2因子には，設問 7，設問 6，設問 8，設問 9が帰
属し，「くせになる」，「硬くなった」等の語句から「手
触り感」と命名した．また，第 3因子には，設問 3，設
問 4，設問 10が帰属し，「しっとりした」，「べたべたし
た」等の語句から「保湿感」と命名した．なお，これら
の命名は，可能な限り，サロンで伝わりやすい表現にす
るために，美容師の意見を考慮して決定した．

4.2 サロンシャンプーの使用感の特徴

4.1節の因子分析によって推定された因子得点を用い
て，サロンシャンプーの使用感の特徴を検討した．Fig. 5
に，各因子の組み合わせにおける因子得点の散布図を示
す．そして，Fig. 5 における各サロンシャンプーにつ

Table 3: Results of a factor analysis.

Fig. 4: Scree plot obtained by a factor analysis.
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Table 4: Results of factor score coefficient matrix.

Note: Cronbach’s alpha =因子 1: 0.716,因子 2: 0.648,因子 3: 0.636.

(a) Relationship between softness and moisturizing. (b) Relationship between softness and textur.

Fig. 5: Relationship of each factor in all salon shampoo.

Table 5: Summary of characteristics of each salon shampoo.

いて，特徴が見られた因子の傾向を示す．Fig. 5(a) お
よび Table 5に示すように，本実験の結果において，サ
ロンシャンプー Aでは，顕著な傾向は示されなかった．
サロンシャンプー Bでは，50名中 48名（96.0％）が
乾燥感の因子に対してネガティブであり，50名中 34名
（68.0％）が保湿感の因子に対してネガティブな傾向で

ある．サロンシャンプーCでは，50名中 45名（90.0％）
が保湿感の因子に対してポジティブであり，50名中 36
名（72.0％）が乾燥感の因子に対してポジティブな傾向
である．また，サロンシャンプーDでは，50名中 48名
（96.0％）が乾燥感でポジティブ，50名中 45名（90.0％）
が保湿感でネガティブであり，さらに，Fig. 5(b)および
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Table 5に示すように，50名中 38名（76.0％）が手触り
感でネガティブの傾向である．

4.3 サロンシャンプーの使用感と髪質の関係
4.1節のサロンシャンプーの使用感の特徴に加え，髪質

との関係について検討した．Fig. 6(a)，(c)，(e)は，くせ
毛，直毛の分類による各因子に対する傾向を示す．Fig.
6(a)，(c)，(e)に示すように，本実験の結果において，い
ずれのサロンシャンプーにおいても，くせ毛，直毛の分
類による特徴は示されなかった．また，Fig. 6(b)，(d)，
(f)は，剛毛，軟毛の分類による各因子に対する傾向を
示す．Fig. 6(b)，(d)，(f)に示すように，くせ毛，直毛
と同様，いずれのサロンシャンプーにおいても，剛毛，
軟毛の分類による特徴は示されなかった．したがって，
すべてのサロンシャンプーを含むデータセットを用いた
場合，髪質の分類による特徴が示されず，サロンシャン
プーの使用感と髪質の関係は明確にはならなかった．

4.4 本章のまとめ
本章では，すべてのサロンシャンプーを含むデータ

セットを用いて，サロンシャンプーの使用感の特徴およ
び髪質との関係について，因子分析から推定された因子
得点により検討した．まず，サロンシャンプーにおける
使用感の特徴の検討では，以下のような傾向が示された．

• サロンシャンプー A（効能：洗浄力（やや強），刺
激（強））
顕著な傾向は示されない

• サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））
乾燥感や保湿感の因子に対してネガティブの傾向

• サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））
保湿感や乾燥感の因子に対してポジティブの傾向

• サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））
乾燥感の因子に対してポジティブの傾向であり，保
湿感，手触り感の因子に対してネガティブの傾向

以上より，サロンシャンプーの使用感の特徴は，洗浄
力や刺激のような効能の影響を受けると考えられる．し
たがって，サロンシャンプー Aでは，“洗浄力がやや強
い”のように，他のサロンシャンプーに比べて，効能が曖
昧になっていることから，使用感の評価にも顕著な傾向
が示されなかったと推察できる．次に，髪質との関係に
ついては，いずれのサロンシャンプーにおいても顕著な
傾向は示されなかった．これは，サロンシャンプーの要
因による影響に比べ，髪質の要因の影響が小さかったた
めであると推察できる．そこで，5章では，本章の解析
で用いたすべてのサロンシャンプーを含むデータセット
を各サロンシャンプーに層別し，それぞれのデータセッ
トを用いて髪質との関係について検討を行なう．

5. 各サロンシャンプーにおける使用感と髪質
の関係

本章では，すべてのサロンシャンプーを含むデータ
セットを各サロンシャンプーに層別し，それぞれのデー
タセットを用いて各サロンシャンプーの使用感と髪質と
の関係について検討する．

5.1 因子の推定
各サロンシャンプーのデータセットを用いて，4.1節

と同様に，因子分析（主因子法，バリマックス回転）を
行なった．Table 6は，各サロンシャンプーの固有値，寄
与率，累積寄与率，Fig. 7は，各サロンシャンプーのス
クリープロットを示す．Table 6および Fig. 7より，固
有値が 1.0以上，累積寄与率 0.5以上，固有値の差を総
合的に判断し，サロンシャンプー A，Dは 3因子，サロ
ンシャンプーBは 5因子，サロンシャンプーCは 4因子
を推定した．次に，Table 7は，各サロンシャンプーの
因子負荷量を示す．Table 7に示すように，サロンシャ
ンプー Aの第 1因子では，「くせ」のような語句が帰属
しているので「手触り感」，第 2因子では，「べたべた」
のような語句が帰属しているので「保湿感」，第 3因子
では，「まとまり」のような語句が帰属しているので「ま
とまり感」と命名した．サロンシャンプー Bの第 1因
子では，「くせ」のような語句が帰属しているので「手
触り感」，第 2因子で「べたべた」のような語句が帰属
しているので「保湿感」，第 3因子では，「ボリューム」
のような語句が帰属しているので「印象」，第 4因子で
は，「引っかかる」のような語句が帰属しているので「乾
燥感」，第 5因子では，「まとまり」のような語句が帰属
しているので「まとまり感」と命名した．サロンシャン
プー Cの第 1因子では「パサつき」のような語句が帰属
しているので「保湿感」，第 2因子では，「くせ」のよう
な語句が帰属しているので「手触り感」，第 3因子では，
「ボリューム」のような語句が帰属しているので「印象」，
第 4因子では，「引っかかる」のような語句が帰属して
いるので「乾燥感」と命名した．サロンシャンプーDの
第 1因子では，「くせ」のような語句が帰属しているの
で「手触り感」，第 2因子では，「ボリューム」のような
語句が帰属しているので「印象」，第 3因子では，「しっ
とり」のような語句が帰属しているので「保湿感」と命
名した．

5.2 各サロンシャンプーの使用感と髪質の関係
Fig. 8は，サロンシャンプー Aにおける髪質での特

徴的な傾向を示す．Fig. 8(a)に示すように，本実験の結
果において，くせ毛・直毛の分類では，くせ毛の 25名
中 19名（76.0％）が保湿感の因子に対してポジティブ
であり，直毛の 12名中 10名（83.3％）が保湿感の因子

78 横幹 第 18巻第 2号



A Study on Sensibility Evaluation of Salon Shampoo
in each Hair Type

(a) Type of curly hair and straight hair.
(b) Type of thick hair and soft hair.

(c) Type of curly hair and straight hair.
(d) Type of thick hair and soft hair.

(e) Type of curly hair and straight hair. (f) Type of thick hair and soft hair.

Fig. 6: Relationship between hair types in all salon shampoos.

に対してネガティブであった．また，Fig. 8(b)に示すよ
うに，本実験の結果において，剛毛・軟毛の分類では，
剛毛の 20名中 19名（95.0％）が保湿感の因子に対して
ネガティブであり，軟毛の 19名中 17名（89.4％）が保
湿感の因子に対してポジティブである．同様に，他のサ
ロンシャンプーも含めた髪質での特徴的な傾向を Table

8に示す．Table 8に示すように，本実験の結果におい
て，サロンシャンプー Bは，くせ毛・直毛の分類にて，
くせ毛の 25名中 18名（72.0％）が乾燥感の因子に対し
てネガティブであり，直毛の 12名中 9名（75.0％）が
印象の因子に対してネガティブである．また，剛毛・軟
毛の分類では，軟毛の 19名中 13名（68.4％）が保湿感
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Table 6: Results of a factor analysis of each shampoo.

(a) Salon shampoo A. (b) Salon shampoo B.

(c) Salon shampoo C. (d) Salon shampoo D.

の因子に対して，ネガティブである．サロンシャンプー
Cは，くせ毛・直毛の分類において，くせ毛の 25名中
20名（80.0％）が乾燥感の因子に対してポジティブであ
り，直毛の 12名中 8名（66.7％）が乾燥感の因子に対
してネガティブである．剛毛・軟毛の分類では，剛毛の
20名中 14名（70.0％）が手触り感の因子に対してネガ
ティブであり，軟毛の 19名中 12名（63.2％）が手触り
感の因子に対してポジティブである．サロンシャンプー
Dは，くせ毛・直毛の分類において，くせ毛の 25名中 19
名（76.0％）で保湿感の因子に対してネガティブである．
また，直毛の 12名中 9名（75.0％）が手触り感の因子に
対してネガティブ，直毛の 12名中 10名（83.3％）が印
象でネガティブ，直毛の 12名中 9名（75.0％）が保湿
感の因子に対してポジティブである．剛毛・軟毛の分類
では，剛毛の 20名中 14名（70.0％）が印象の因子に対
してネガティブであり，剛毛の 20名中 16名（80.0％）
が保湿感の因子に対してポジティブである．また，軟毛
の 19名中 15名（78.9％）が手触り感の因子に対してネ
ガティブ，軟毛の 19名中 13名（68.4％）が保湿感の因
子に対してネガティブである．

5.3 本章のまとめ

本章では，各サロンシャンプーのデータセットを用い
て，各サロンシャンプーの使用感と髪質との関係を検討
した．したがって，4章におけるすべてのサロンシャン
プーを含むデータセットを用いた因子分析による因子名
とは異なる．そして，今回の解析から得られた各サロン
シャンプーの使用感と髪質との関係は，次のような傾向
が顕著に示された．

• サロンシャンプー A（効能：洗浄力（やや強），刺
激（強））
くせ毛：保湿感でポジティブ，直毛：保湿感でネガ
ティブ，剛毛：保湿感でネガティブ，軟毛：保湿感
でポジティブの傾向

• サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））
くせ毛：乾燥感でネガティブ，直毛：印象でネガティ
ブ，軟毛：保湿感でネガティブの傾向

• サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））
くせ毛：乾燥感でポジティブ，直毛：乾燥感でネガ
ティブ，剛毛：手触り感でネガティブ，軟毛：手触
り感でポジティブの傾向

• サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））
くせ毛：保湿感でネガティブ，直毛：手触り感・印
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(a) Salon shampoo A. (b) Salon shampoo B.

(c) Salon shampoo C. (d) Salon shampoo D.

Fig. 7: Scree plot obtained by a factor analysis of each salon shampoo.

(a) Type of curly hair and straight hair.
(b) Type of thick hair and soft hair.

Fig. 8: Relationship between hair types in salon shampoos A.

象でネガティブ，保湿感でポジティブ，剛毛：印象
でネガティブ，保湿感でポジティブ，軟毛：手触り
感・保湿感でネガティブ

6. おわりに

本研究では，国内におけるサロンシャンプーの販売
促進を支援するための一つの指標として，サロンシャ
ンプーの使用感についての特徴の導出を試みた．4章で
は，すべてのサロンシャンプーを含むデータセットを用
いて，サロンシャンプーの使用感の特徴を検討した．ま
た，5章では，各サロンシャンプーのデータセットを用
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Table 7: Results of factor score coefficient matrix of each salon.

(a) Salon shampoo A.

Note: Cronbach’s alpha =因子 1: 0.621,因子 2: 0.537,因子 3: 0.660.

(b) Salon shampoo B.

Note: Cronbach’s alpha =因子 1: 0.858,因子 2: 0.913,因子 3: 0.863，因子 4: 1.000,因子 5: 0.85.

(c) Salon shampoo C.

Note: Cronbach’s alpha =因子 1: 0.504,因子 2: 0.670,因子 3: 0.432，因子 4：0.826.

(d) Salon shampoo D.

Note: Cronbach’s alpha =因子 1: 0.766,因子 2: 0.811,因子 3: 0.658.
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Table 8: Summary of the relationship between salon shampoo.

いて，各サロンシャンプーにおける使用感と髪質との関
係を検討した．今回の検討結果から，サロン経営者およ
び美容師がサロンシャンプーを活用する際の一指標をま
とめる．

サロンシャンプーの使用感の特徴（4章での検討結果）
乾燥感：

• ポジティブ
サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

• ネガティブ
サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））

保湿感：
• ポジティブ
サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））

• ネガティブ
サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

手触り感：
• ネガティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

各サロンシャンプーにおける使用感と髪質の関係（5章
での検討結果）
くせ毛：

• 保湿感でポジティブ
サロンシャンプー A（効能：洗浄力（やや強），刺
激（強））

• 乾燥感でネガティブ
サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））

• 乾燥感でポジティブ
サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））

• 保湿感でネガティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

直毛：
• 保湿感でネガティブ
サロンシャンプー A（効能：洗浄力（やや強），刺
激（強））

• 印象でネガティブ
サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

• 乾燥感でネガティブ
サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））

• 手触り感でネガティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

• 保湿感でポジティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

剛毛：
• 保湿感でネガティブ
サロンシャンプー A（効能：洗浄力（やや強），刺
激（強））

• 手触り感でネガティブ
サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））

• 印象でネガティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

• 保湿感でポジティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））
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軟毛：
• 保湿感でポジティブ
サロンシャンプー A（効能：洗浄力（やや強），刺
激（強））

• 保湿感でネガティブ
サロンシャンプーB（効能：洗浄力（弱），刺激（弱））
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））

• 手触り感でポジティブ
サロンシャンプーC（効能：洗浄力（強），刺激（弱））

• 手触り感でネガティブ
サロンシャンプーD（効能：洗浄力（強），刺激（強））
なお，今回の解析結果から得られた傾向について，本

研究に協力を得た美容師にヒアリングを行なったとこ
ろ，経験的に持っている知見に近いとの回答であった．
また，サロンでのサロンシャンプーの販売促進において
有効に活用できるとの意見が得られた．つまり，今回の
解析から得られたサロンシャンプーの使用感の傾向を基
に顧客のカウンセリングをすることにより，美容師が顧
客の要求に近いサロンシャンプーを提供しやすくなるこ
とが考えられる．そして，顧客が提供されたサロンシャ
ンプーに満足することができれば，サロンシャンプーの
販売促進や，顧客の囲い込みに貢献できると考えられる．
しかし，本研究の限界として，人間工学的実験によって
検証を行なっているために，実験条件や被験者の年齢，
性別，髪型を限定した範囲での結果に留まっていること
が挙げられる．今後は，本研究の限界であった実験条件，
年齢，性別，髪型を拡大して検証する必要がある．また，
本研究では，サロンシャンプーでの洗髪，ドライ直後に
おいて評価を行なったが，その後の使用感の時系列変化
について検討を行なうことも重要であると考える．
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